
 

 

 

 

 

 

   

 

第７回「まいづる連携」連絡会を平成 26 年 12 月 8 日（月）18：00～19：00 井原市民病院、 

理学療法室で開催しました。今回は『みんなで PR しよう！私たちの事業所・施設』と題して、    

まいづる連携参加して下さっている事業所・施設の代表の方から施設紹介をして頂きました。    

各事業所・施設とも趣向を懲らして素晴らしいご発表して頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

平成 26 年度 第 7 号 

  
〒715-0019 岡山県井原市井原町1186番地 

 井原市民病院内 地域医療連携室  
                TEL.0866-62-1133 連携室直通 FAX.0866-63-2840 

 

第７回まいづる連携連絡会報告 

ドルフィン岩倉 

長寿の里 

西部いこいの里 
認知対応型通所介護事業所 

特養 四季の里 

ケアハウス四季が丘 

グループホーム美星 

特養 きのこ荘 飛鳥の里 三清荘 

これから井笠地域も他な地域
と同様よろしくお願いします。 

西山相談員の顔をしっかり覚
えてくださいね。田中さんも
よろしく！ 

デイサービスよつば 

園芸療法。 

源義経と弁慶のご来院。楽し
そうなディで利用者さんも
喜ばれていると思います。 

しめ縄づくりや花火など
季節の行事が楽しそうで
した。ホームでブログをは
じめたそうです。 

家庭菜園や陶芸などさまざま
な取り組みをされています。 

 

楽団を結成し、音楽で楽し
い毎日を過ごされていま
した。 

今年開設の施設です。スタ
ッフ一丸となってケアに
取り組まれていました。 

利用者さんが役割をもっ
てすごせるよう工夫され
ていました。 

機能訓練、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ、外出支援の
三位一体の取り組みをされてい
ました。駅伝の順位はいかに？！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局の連絡事項について 

① 前回分 井原市地域包括支援センターからの質問について報告した。 

 （質問①）医療のリハビリが終了する人で、リハビリを希望している人に対して保険外でどんな

支援があるか教えてほしい。 

→回答 現在、地域包括支援センターでは、おおむね 65 歳以上の方を対象として、介護予防 

事業を行っている。基本チェックリストの結果によって、二次予防事業対象者と、一次

予防事業対象者に区分けして事業を実施している。二次予防事業対象者には、送迎のあ

る通所型介護予防事業や、通所がむずかしい方のための訪問型介護予防事業も行ってい

る。訪問型事業では理学療法士や栄養士、歯科衛生士が訪問する事業もある。 

詳細は地域包括支援センターまでお問い合わせしてほしい。 

（質問②）介護予防・生活支援サービス事業の中で、現行の通所介護に準ずるサービスと、多様

なサービスの利用区分けの基準がわからない。誰がどう決めるのか、対象者は誰なの

か等も含む。 

→回答 サービスの利用については、介護予防マネジメントを通じて必要なサービスにつなぐこ

とになる。ガイドラインでは、介護予防ケアマネジメントは、地域包括支援センターが

アセスメントを行いその状態や置かれている環境等に応じて、本人が自立した生活がで

きるようケアプランを作成すると示されている。 

 
② まいづる連携 第 6 回までの参加者を対象にアンケート実施する予定で協力を依頼し

た。アンケートは次年度の企画運営の参考とするため実施する。 
次回のまいづる連携に提出または市民病院へ連携とる際に持参してほしい。 

③ 来年 2月好評につき、PR発表を企画した。その案内を行った。 
 
 

こうのしまケアハウス きのこセイモン 井原医師会訪問看護ステーション 

笠岡から PR に来て下さいまし
た。規模が大きく、クラブ活動
が盛んな施設です。 

「明るく、温か、安心感」を理
念に井原の在宅看護を担って
くれています。 

気になる施設費用を丁寧に説
明して下さいました。先ずは
相談ですね。 


